
• Goal: 

隠れ(離散)状態を量子状態として学習する

• Methodology:

量子アニーリング+ 変分ベイズ法

•密度行列による隠れ状態表現
•量子系から古典系への近似

Latent Dirichlet Allocationの量子アニーリング変分ベイズ学習
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